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１．緒言

被服製作学習は，布を使ったものづくりの知識と技
術を習得するだけでなく，製作活動を通して手指の巧
緻性の向上や，集中力，忍耐力，思考力，創造力，プ
ログラミングする力，問題解決力，生活を豊かにする
ための工夫する力などを養うことを目標とする。そし
て，自分の力でできた達成感や自己効力感をもたせ，
自信につなげることによって学習者の主体的な学びを
実現することにつながると考える。
高等学校家庭科は，平成元年以降被服製作学習の内

容が削減され，教育現場では短時間で製作可能な基礎
的技術を中心とするエプロンや袋物の内容に変わって
きたことは，雙田1）や大塚2）の被服製作学習の経験に
関するアンケート調査の結果から明らかになってい
る。平成29年告示された学習指導要領，小学校家庭
科3），中学校技術・家庭 家庭分野4）では，「生活を
豊かにするための布を用いた物の製作」とあり，被服
製作の知識と技能を学び活用し深めていくことを重視
している。
また，生活環境が変化する中，合理性や利便性が優

先され，親が子どもに教える頻度が低くなったこと
は，子どもたちの製作経験の減少につながったとも考
えられる。そして，鳴海5）が実証している近年の児
童・生徒の手指の巧緻性の低下は，学習活動の遅速に
影響を及ぼし，学習内容の検討を余儀なくされてい
る。
衣服は，旧来の家庭で作る時代から，ファスト

ファッションのように多くの既製服から選び購入する
時代になってきた。つまり「自分だけの衣服」から
「みんな同じ衣服」に変わってきたといえよう。他人
と同じ衣服は，安心感はあるが，個性が失われている
とも考えられる。そこで，自分らしさの表現として，
着方の工夫や衣服のリメイクを行い，「オリジナルの
衣服」を作り上げる人がみられるようになってきた。
本返し縫いを使って刺繍をしたり，好みのボタンに付
け替えたりするリメイクは，小・中学校の被服製作で
学習する基礎的技術を活用することによって十充実現
できると思われる。
したがって，学校教育で身に付けた被服製作の基礎
的知識と技術は，生活に役立つ補修のためだけでな
く，生活を創意工夫するためにも必要な技術と捉え，
学習者の意欲の向上につなげることができると考えら
れる。
そのため，家庭科教員を目指す大学生が将来指導者
として，子どもたちにものづくりの楽しさを伝え，主
体的な学びを実現させるためには，基礎的な知識と技
術を確実に習得する必要があると思われる。

２．研究の目的

本研究は，家庭科教員免許の取得を目指す大学生の
小・中学校で学習する手縫いの基礎的技術の定着状況
を明らかにし分析することと，手縫いの基礎的知識と
技術の定着を促す教材を研究し，その効果を検証する
ことを目的とする。
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と簡単な題材の方が良かった，⑨手縫いの作品として
適切な大きさであった，⑩90分× 2回の製作時間で
は足りなかった，⑪復習のために同じ作品をもう一つ
作る必要がある，⑫もっといろいろな物を作ってみた
いと思った，⑬バッグインポーチは生活に役に立つと
思う，⑭バッグインポーチを実際に使おうと思う，⑮
手縫いに自信がもてるようになった，とした。

３．３．４ 手縫いの知識に関するアンケート調査
被服製作の基礎的知識に関するアンケート調査6）と

同様の調査を教材製作の前後に実施した。16項目の
質問のうち，「手縫いで作るバッグインポーチ」の製
作に必要とされた知識である「三つ折りのまち針の打
ち方，玉結びを作る位置，本返し縫い，かがり縫い，
まつり縫い，ボタン付け，スナップ付け」の 7項目を
調査対象とする。
調査は，「あなたのやり方はどれですか」という質

問を行い，写真による選択肢の中から選ばせ，正答を
1点，他を 0点とし，合計点を知識の得点として用い
た。得点範囲は 0 ～ 7点となり，得点が高いほど知
識が定着されているとした。

３．３．５ 現職の家庭科教員による教材の製作
前述の3 3 3 教材の製作（平成29年度）と同様に

「手縫いで作るバッグインポーチ」を製作し，製作後
には，「家庭科教員免許の取得を目指す大学生を対象
に，バッグインポーチが手縫いの基礎的知識と技術の
定着を促す教材として適当かどうか」について質問紙
調査を行った。質問項目は，①手縫いの技術の復習に
なる，②資料に書かれている「理由」の説明が参考に
なる，③製作時間（3時間）が適当である，④達成感
を得られる，⑤自信につながる，⑥完成度が高い，⑦
難易度が適当である，⑧実用性がある，⑨利便性があ
る，⑩余り布で製作できるため経済的である，⑪思考
力が育成できる，⑫段取り力が育成できる，⑬先を見
通す力が育成できる，⑭忍耐力が育成できる，⑮集中
力が育成できる，⑯問題解決力が育成できる，とし
た。「思う」を 5点，「やや思う」を 4点，「どちらと
もいえない」3点，「あまり思わない」を 2点，「思わ
ない」を 1点とし，該当するところに〇を付けさせ
た。また，感想は自由記述とした。

３．４ 分析方法および統計処理
を用いて，単純集計やクロス集計を行った。

統計処理には 23 0を使用し，各群の平
均値の比較においては，t検定を行った。有意水準は，

p 05 ， p 01， p 001，†p 10を有意傾
向とした。

４．結果および考察

４．１ 手縫いの基礎的技術について
実技テストの結果，9点満点中平均5 3点であった。
9項目の結果を図 3に示す。
最も定着していなかった項目が「まつり縫い」であ

ることがわかった。できた者が27人中 2人（7 4％）
だった。被服製作の基礎的知識のアンケート調査7）で
は，「まつり縫い」の知識の定着は56％であったが，
実際に手を動かしてみると，どこから針を入れてどこ
に出し，どこをすくうのか全く理解できていないこと
が明らかになった。「三つ折りのまち針の打ち方」ので
きた者の割合は37 0％で，写真 3に示すように，「まち
針を横にして打っているもの」「三つ折りから外れてま
ち針を打っているもの」「まち針の向きが反対のもの」
が目立った。これらは知識のアンケート調査と同様の
結果であり，まち針を打つ時は「布のずれを防ぐこ
と，安全にまち針を扱うこと，そして次の工程をス
ムーズに行うための作業効率を考えること」が十分に
理解されていなかったと推察される。「本返し縫い」
は，できた者の割合が51 9％であった。実技テストを
行っている時の調査対象者の様子から，最初の針を入
れるところで迷っている者がいることがわかった。結
果，できなかった者13人中 7人が「本返し縫い」の
表と裏が反対になってしまった。「返し縫い」は，最
初に針を入れるところを注意して指導する必要がある
ことが明らかになった。「かがり縫い」は，できな
かった者10人中 6人がブランケットステッチを行っ
ていた。その 6人にインタビューした結果は，次のと
おりである。①「小・中・高校のどこの家庭科の授業
で学んだか」の質問に対して，全員「家庭科の授業で
はない」という回答であった。②「誰に教えてもらっ
たのか」の質問に対して，「友達の母親 1名，自分の
母親 2名，先輩 2名，友達 1名」という回答であっ
た。③「何を作る時に使ったのか」の質問に対して，
全員，「フェルトのマスコットを作る時に使った」と
いう回答であった。結果，「かがり縫い」は，小学校
家庭科の教科書に記載されている「かがり縫い」と，
「ブランケットステッチ」と区別させる必要があると
思われる。「玉結び」は，63 0％，「玉どめ」ができて
いた者が59 3％であった。「針を手に持ったまま，糸
を針に巻きつけ，その針先を縫いどまりに持ってい
き，指で押さえ針を抜く」方法で「玉どめ」を行って
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て安東8）は，「教師の示範指導を通して技術のコツを
知らせ，繰り返し練習することが技能の上達に結びつ
く」と述べている。これは，ものづくりの観点からと
らえると被服製作学習も同様のことが考えられる。ま
た，まつり縫いの学習における調査で山本9）は，「学
習布の利用と個別指導を伴う反復練習と生徒が手もと
で参考にできる見本が習得に効果がある」ことを明ら
かにしている。今回の調査結果と併せて考察すると，
技術の定着は適切な指導と常時参照できる資料を手も
とに，繰り返し練習することと関係が深いと考えられ
る。

４．４．６  現職の家庭科教員による「手縫いで作る
バッグインポーチ」の製作

製作後のアンケート調査の結果をバッグインポーチ
の評価とし，その結果を図11に示す。
調査の結果，平均得点が 5点満点中，製作時間は
3 8点であったが，他15項目はすべて4 3点以上であっ
た。バッグインポーチの製作は，「小学校から中学校
で学習する手縫いの基礎的技術が全て含まれているた
め手縫いの復習になる」「資料の中にある理由によっ
て理解が深まり，技術の向上と応用につながる」「内
袋を付けているが難易度は高いわけではなく，逆に完
成度が高いため製作後は達成感があった」「手持ちの
材料を利用して製作できるため経済的で，生活にも役
立つ作品である」と考えられる。
自由記述では，①製作する対象学年によっても異な

るが 3時間では足りない。②製作時間を短縮するため
に行う教員側の事前準備の負担が大きい。③もう少し
手軽になると教材化しやすい。④持参した布を切らせ
るとさらに時間が必要となる，という意見が得られた。

結果，「短時間で製作させるための教員側の事前準
備の負担が大きい」という課題が明らかになった。し
たがって，教材として適当かもしれないが，更なる改
良が必要だということがわかった。

５．要約

大学生の小・中学校で学習する手縫いの基礎的技術
の定着状況を明らかにするために，被服製作の専門的
授業を受講する前の 大学の家庭科選修・専攻の 1年
生（平成28年度27名，平成29年度27名）を対象に，
手縫いの実技テストを行った。
また，手縫いの基礎的知識と技術の定着を促す教材
を研究し，実技テストと同じ対象者（平成28年度29
名，平成29年度26名，）と家庭科教員（12名）を対
象に，「手縫いで作るバッグインポーチ」の製作を
行った。その結果，次のようなことが明らかになっ
た。
１．実技テストの結果，9点満点中平均5 3点であっ
た。最も定着率の低かった項目は「まつり縫い」
で，できた者は27人中 2人（7 4％）だけだった。
実際に手を動かしてみると，理解できていないこと
が明らかになった。また，「三つ折りのまち針の打
ち方」は，できた者が37 0％で，まち針を横にして
打っているものや三つ折りから外れて打っているも
の，向きが反対のものが目立った。「本返し縫い」
は，最初の針を入れるところで迷い，できなかった
者13人中 7人が表と裏が反対になってしまった。
「かがり縫い」は，できなかった者10人中 6人がブ
ランケットステッチを行っていた。
２．「手縫いで作るバッグインポーチ」の製作の結果，
「事前」と「事後」による手縫いの知識については，
7点満点中3 7点から5 1点となり有意に高かった。
技術については，9点満点中5 2点から6 9点となり

図11 家庭科教員によるバッグインポーチの教材としての評価

図10 製作回数による技術の平均得点の比較
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有意に高かった。
３．現職の家庭科教員による「手縫いで作るバッグイ
ンポーチ」の製作から，「小学校から中学校で学習
する手縫いの基礎的技術が全て含まれているため手
縫いの復習になる」「資料の中にある理由が理解の
向上と応用につながる」「内袋を付けているが難易
度は高いわけではなく，逆に完成度が高いため製作
後は達成感があった」「手持ちの材料を利用して製
作できるため経済的で，生活にも役立つ作品であ
る」という評価が得られた。しかしながら，短時間
で製作させるための教員側の事前準備の負担が大き
いという課題が明らかになった。
本研究において教員を目指す大学生の手縫いの基礎

的知識と技術の定着が低いことが明らかになった。教
員は，学習者が被服製作学習はおもしろく，生活に役
に立つと感じ，意欲の向上につながるような学びの場
にする指導力と，学習者のつまずきを理解し，さまざ
まなトラブルにも対応できる幅広い知識や技術力が必
要であると思われる。本研究の「手縫いで作るバッグ
インポーチ」は，手縫いの復習だけでなく知識の理解
が深まるように，製作上の技術の必要性とその理由を，
パワーポイントの説明や配布プリントに加えることと
した。平成29年に告示された小学校学習指導要領，家
庭10）では，「日常生活で使用する物を入れる袋などの
製作を扱うこと」とある。したがって，「手縫いで作る
バッグインポーチ」が，家庭科教員免許の取得を目指
す大学生の手縫いの基礎的知識と技術の定着を促すた
めの一教材として意義あるものと考えられる。
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要旨: 本研究は，家庭科教員免許の取得を目指す大学生を対象に，小・中学校で学習する手縫いの基礎的技
術の定着状況を明らかにし分析することと，手縫いの基礎的知識と技術の定着を促す教材を研究し，その効果
を検証することを目的とした。
１．実技テストの結果，9点満点中平均5 3点であった。最も定着率の低かった項目は「まつり縫い」で，で
きた者は27人中2人（7 4％）だけだった。
２．「手縫いで作るバッグインポーチ」の製作の結果，「事前」と「事後」の手縫いの知識については，7点満点
中3 7点から5 1点となり有意に高かった。技術については，9点満点中5 2点から6 9点となり有意に高かった。
３．家庭科教員による「手縫いで作るバッグインポーチ」の製作から，「小学校から中学校で学習する手縫い
の基礎的技術が全て含まれているため手縫いの復習になる」「資料の中にある理由が理解の向上と応用につな
がる」「内袋を付けているが難易度は高いわけではなく，逆に完成度が高いため製作後は達成感があった」「手
持ちの材料を利用して製作できるため経済的で，生活にも役立つ作品である」という評価が得られた。しかし
ながら，短時間で製作させるための教員側の事前準備の負担が大きいという課題が明らかになった。

キーワード:被服製作学習，基礎的知識と技術，手縫い，家庭科教員免許
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